
令和６年度学校訪問における「学校マネジメント」に係る取組事例 （観点Ⅳ） 大分教育事務所

取組実践 ： 同中学校区小学校３校合同でのネットモラル啓発活動
◇大分市立坂ノ市小学校 （児童数９０３名 ３５学級）
◇大分市立小佐井小学校 （児童数４５８名 ２０学級）
◇大分市立丹生小学校 （児童数２６３名 １２学級）

【取組のポイント】
○同中学校区小学校３校の児童会代表者による遠隔会議の開催
○校区青少年健全育成協議会、地区青少年健全育成協議会との連携
○家庭への啓発

【成果】
○児童会を中心とした子どもの主体的な取組につながっている
○「かきおじい」が子ども・家庭・地域に浸透しており、スクリーンタイ

ムの減少、SNSトラブルの減少、生活リズムの安定等に成果が見
られる。

《取組１》
遠隔会議の開催

（児童）

《取組２》
青少協との連携 （地域）

地域とともにある学校づくり（観点Ⅳ）

《取組３》
各家庭へのステッカー配布

（家庭）

青少協が作成した「かきおじい」のステッ
カーを各家庭に配布し、子どもだけでは
なく保護者への啓発や共通理解に努めて
いる。
現在では「かきおじい」のキャラクターと
取組内容が着実に浸透している。

坂ノ市中学校区の小学校３
校の児童会代表者による遠
隔会議を開催。
３校に共通する課題のひと

つであるネットモラル向上の
ため、３校合同で取り組むこ
とができるネットモラル宣言
「かきおじい」を策定。
「かきおじい」のキャラク

ターや絵描き歌の作成等、
児童会の主体的な取組も進
められている。

青少協が作成した「かきおじい」ののぼり
を活用し、子ども・家庭への啓発や共通理
解及び地域への発信や共通理解を推進し
ている。
現在では「かきおじい」のキャラクターと
取組内容が着実に浸透している。


